弔辞
高城さん　あなたが藤沢市で入院されて治療されていると聞いてから未だ2ヶ月も経っておりません。

郷里のここ鹿児島県大口市に帰り、療養に努めるとのことで、ほっとしたつかの間、また入院され、楽観は出来ない状況と聞かされ、驚き、まさかとわが耳を疑ったのですが、ついに永のお別れになってしまいました。

昨夜、お通夜に伺って物言わぬあなたと最後のお別れした後、どうにもやり切れぬ気持ちで一杯です。

そして、あなたの元気な時の姿をまぶたに浮かび、ついこの間まで元気一杯だったあなたのことが脳裏から消えません。

高城さん本当に大変お世話になりました。

私の関与している東京大学工学部システム創成学科にご紹介申し上げたら、講師として名講義で、多くの先生方に慕われ尊敬されております。

品川区から中小企業に説明配布する環境についての本の執筆・講演の依頼を受け、高城さんにお願いしたら短時間で作成され、名講演で、未だ品川区の中小企業から賛美が聞かれます。

ミャンマーに2回の視察・研修、カンボジア王国に4回の視察及び研修にも率先として立案・計画をされ実行に移して頂きました。

カンボジア王国には、最初には奥様とご一緒でした。

その時の高城さんの仲の良い幸福そうなお顔は忘れることが出来ません。

カンボジア王国の研修では、誰からも親しまれる人柄と卓越した識見で牽引車の役目を果たして頂き感謝に耐えません。

お陰で、代表として私がカンボジア王国から勲章を授与されましたが、私も病気を患いドクターストップで授与式に出られず、高城さんが代わりに貰ってきて頂きました。

更に、5月19日のお祝いの集いには、元気にお祝いの言葉を頂きました。

それなのに、高城さんが先に逝くとは夢にも思いませんでした。

高城さんが帰らぬ人になられたのは、惜しみても惜しみても尚足りません。

高城さん、あなたが持って生まれた70年の人生に幕が降りたのだと、私共は、無理に考えて諦めざるを得ないのです。

高城さんには、最愛の奥様と優秀なお二人子供さん、それに矍鑠としたご高齢のお母様が居られます。

ご遺族の皆様が幸せに過ごされるよう、高城さんに代わってお役に立ちたいと思っております。

高城さん、どうか安らかにお眠り下さい。

さようなら。

カンボジア王国技術協力フォーラム　会長　吉武進也
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